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§２．研究実施の概要 

 

 植物ホルモンクロストークの観点から、ストリゴラクトン(SL)、ジベレリン(GA)そしてブラシノステ

ロイド(BR)の各機能遺伝子や各制御剤を組み合わせた植物生長制御技術の開発を行うために、

各々遺伝子技術や化学技術の基盤的知見を得て、続いて融合・統合することで総合的制御

技術にまで高めることを目的とした。また SL が促進する寄生雑草発芽における寄生雑草側に

おける SL 受容機構の追究とその防除法の開発を試みた。 

 東大グループでは選択的な SL 活性制御化合物ならびに根寄生雑草発芽促進化合物の

開発とそれらの活性発現機構の解析を行った。その結果、SL 受容体である D14の活性中心セ

リン残基に共有結合を形成して SL 受容体阻害剤を見出した。一方、SL 生合成経路から生じるカ

ーラクトン酸メチルの構造に基づいて設計したTIT01が自殺発芽誘導剤として有効であることを確

認した。またAC94377がシロイヌナズナ受容体のＧＩＤ１aにのみ弱い親和性を示すアゴニストであ

ることを見出した。１）エチレンミミックの開発と機能解析を行い、一連の化合物はエチレン活性化合

物として SL より安定性よく根寄生雑草発芽促進活性を示すことを示した。根寄生雑草中の SL 受

容体ファミリーの一員であるKAI2iタンパク質がカリキン受容体として機能しSL機能を制御する可

能性を示す事に成功した。５） 

 理研グループではブラシノステロイド（BR）情報伝達ネットワークの化学生物学解析と新規BR

情報伝達遺伝子群とGA, SLとのクロストーク機構の解析を行った。昨年度以前と継続して、新規

なBR情報伝達因子BIL, BPG遺伝子群について、BR情報伝達ネットワークと分子メカニズムの解

明を進め、BIL4遺伝子、BIL7遺伝子、ブラシノステロイド類縁化合物IsoCarbaBLと6-deoxoBL

による植物成長制御機構について、明らかにした。２）さらにBR情報伝達変異体BIL群について、

SL・GA応答性遺伝子の発現解析等を進めた。この結果は、BRとSLのクロストーク機構解明への

基盤的知見となると考えている。さらにBR情報伝達クロストークに基づく実用化植物におけるバイ

オマス増産技術開発を目指してBR情報伝達 BIL遺伝子群によるイネ、サトウキビ形質転換体の

作出と形態観察を進め、イネにおける種子収量増大、サトウキビにおける茎重量増大、などのバイ

オマス増産傾向を示す成果を得た。 
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